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I  調査実施概要 

(1)  調査目的                              

平成 22 年の「国民読書年」を踏まえ、国民の読書活動を推進していくことが大きな政策

課題となっている。国民の読書推進に関する協力者会議が平成 23 年 9 月にとりまとめた報

告書においても、読書推進のための様々な提言が行われ、その中で、諸外国における読書

をめぐる状況などの調査・分析の必要性も指摘されている。読書活動は、学校教育、社会

教育において、また、個人の趣味として、様々な形で取り組まれるものであるが、活動の

実態や読書の効果等に関する科学的研究などの状況について海外主要国の全体像を把握す

ることにより、各国の読書環境・読書活動の成果や課題を明らかにする。このことにより、

日本国内で継続的に読書活動の推進を図るための基礎資料を得て、目指すべき方向性や、

全国的に達成することが望ましい基準、活動推進のためのマイルストーンの設定等の施策

の企画・立案に資する。 

 
 
 
(2)  調査対象国                             
本調査研究では、以下の各主要国の読書環境・読書活動の実態を調査した。 

 
１  アメリカ合衆国 

２  カナダ 

３  イギリス 

４  フランス共和国 

５  ドイツ連邦共和国 

６  イタリア共和国 

７  フィンランド共和国 

８  中華人民共和国 

９  大韓民国 

１０  日本 
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(3)  調査事項                              
本調査研究では以下の各事項について調査した。本調査研究では、平成 18 年 4 月 1 日～

平成 23 年 3 月 31 日までを調査対象範囲とした。 
※但し、一部、平成 18 年以前の数値を用いて、不足する情報を補っている 

 
(1) 読書環境 
①出版・書店の現状 

a）書籍/雑誌の出版・発行部数（電子書籍含む） 
b）出版社や書店の事業者数・売上高・従業員数 
c）書籍・雑誌の流通の仕組み 

②図書館等の現状 
a）図書館制度及び司書制度の状況 
b）図書館/学校図書館の施設数（設置者別） 
c）図書館/学校図書館の蔵書数・司書数（職員数） 
d）図書館/学校図書館の予算規模（国と地方との負担割合含む） 
e）図書館/学校図書館の利用者数・貸出冊数 
f）電子書籍への対応 

 
(2) 読書推進活動 
①学校における取組の現状 

a）学校教育における読書指導の状況 
②読書関連施策 

a）読書推進に関する各国施策の動向・効果 
b）読書の効果に関する調査研究の成果 

 
(3) 読書活動 
①国民の読書活動の現状 

a）成人や子どもの読書時間/１人あたり購入額 
b）読書に関する国民の意識（世論調査等） 

②参考情報 
a）国土面積 
b）人口規模/年齢構成 
c）識字率 
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II  調査結果概要 

調査結果概要は以下の通り。なお、各数値の出所情報については、「III 調査結果」を参照頂きたい。 

【各国状況の比較 出版関連】 

 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

書籍の出

版・発行点

数（総発

行） 

316,480点

（2010年）

人口1万人あたり

10.25点

22,941点 

（1999年） 

 

人口1万人あたり 

6.73点 

151,969点

（2010年）

人口1万人あたり

24.59点

63,690点

（2009年）

人口1万人あたり

9.79点

93,124点

（2009年）

人口1万人あたり

11.38点

32,365点

（1999年）

人口1万人あたり

5.37点

13,173点

（1999年）

人口1万人あたり

24.53点

301,719点

（2009年）

人口1万人あたり

2.32点

30,487点

（1996年）

人口1万人あたり

6.13点

56,221点 

（1996年） 

 

人口1万人あたり 

4.48点 

書籍の出

版・発行点

数（新刊） 

- - 3,151点

（2010年）

人口1万人あたり

0.51点

63,601点

（改訂新版含）

（2008年）

人口1万人あたり

9.78点

- 66,000点

（2008年）

人口1万人あたり

10.95点

4,450点

（2010年）

人口1万人あたり

8.29点

168,296点

（2009年）

人口1万人あたり

1.29点

35,515点

(2010年）

人口1万人あたり

7.14点

74,714点 

（2010年） 

 

 

人口1万人あたり 

5.96点 

出版市場

規模（売上

高） 

279億4千万ドル

（2010年）

人口1万人あたり

7,551円

21億9千万ドル 

（2009年） 

 

人口1万人あたり 

5,307円 

31億1千万ポンド

（2008年）

人口1万人あたり

6,567円

28億ユーロ

（2008年）

人口1万人あたり

4,744円

96億ユーロ

（2008年）

人口1万人あたり

12,391円

35億ユーロ

（2008年）

人口1万人あたり

6,395円

2億6,000万ユーロ

（2010年）

人口1万人あたり

5,335円

802.45億元

（2008年）

人口1万人あたり

774円

5兆4千億ウォン

（2008年）

人口1万人あたり

7,909円

1兆8,878億円 

（2010年） 

 

人口1万人あたり 

15,059円 

出版社の事

業者数 

- - - 約1,000社

（2011年）

1,804社

（2008年）

2,900社

（2008年）

- 578社

（2007年）

36,332社

（2009年）

- 

書店の事業

者数 

- - - - 4,066社

（2008年）

1,880社

（2008年）

- - 2,042店（町の本屋）

（2007年）

1万5,314店 

（2010年） 
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 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

その他、各

国の特徴 

書店の一般的

な仕入れ方法

は、出版社からの

直接購入である

（但し、書店と出

版社の間に卸売

業者が介在す

る）。介在する卸

売業者は、規模

が小さく地域を限

定して事業を行っ

ている卸売業者

が中心であった

が、近年では、全

国規模で事業展

開する卸売業者

を利用するケース

が増えてきてい

る。 

 

広大な国土に

比して人口は少

ないという特徴を

有しており、比較

的、市場が小さ

い。書籍販売の

ような規模の経済

性は、このような

市場では、特に

成功させることが

困難である。ま

た、このような特

徴がカナダにおけ

る書籍のサプラ

イ・チェーン構造に

大きな影響を与

えている。 

カナダにおいて

は、東部地域（ト

ロント等）に人口

が集中しており、

伴って出版社や

販売業者、顧客

基盤、倉庫等も

東部に集積して

いる。従って、カナ

ダにおける出版物

は、上記のような

書籍関連事業者

等の集積地から

他の地域に流通

されるという特徴

がある。 

書籍流通関連

の特徴として、

「巨大チェーン書

店等の台頭」、

「中小書店のシェ

アの減少」、「ネッ

ト書店の増加」な

どが挙げられる。 

巨大チェーン書

店としては、「WH 

Smith」などが挙

げられ、売上高は

全体の約15.4％

である。また、この

ような巨大チェー

ン書店の台頭に

より、中小書店の

シェアの減少が起

きている、さらに、

ネット書店が増加

しており、2004年

から2008年で、シ

ェアを倍程度伸ば

している。 

 

出版物の価格

統制が厳格に行

われており、書籍

販売については

「定価販売」の規

制がある。また、

2008年頃から、

電子書籍の普及

に対応するための

法整備が検討さ

れてきた。印刷物

の書籍の販売に

ついては、上記の

ように定価販売の

規制を受けるた

め、価格決定権

は出版社が有し

ている。これまで、

電子書籍につい

ては、このような定

価販売の規制を

受けていなかった

が、法整備によ

り、電子書籍につ

いても定価販売

の規制を実施す

ることが検討され

ている。 

出版された書

籍は、卸売業者

などを通して書店

に販売される。ド

イツにおいては、

書籍の価格は出

版社が決定する

ものであり、書籍

価格拘束保護法

により、書籍の販

売価格は全国的

に統一されてい

る。この規制は、

小規模書店の保

護に効果をあげて

いる。 

書籍価格拘束

保護法では、発

行から18ヶ月が経

った書籍は価格

拘束の対象から

外される。つまり、

売れ行きが落ちた

書籍などは、出

版社・個店の裁

量で価格を下げ

ることができる。 

北部に位置す

る都市・ミラノに、

出版社の大半が

集積している。こ

のため、出版業

界は北部における

活性度が高い。 

近年、イタリア

においても、若い

世代を中心に活

字離れが起きて

いる。直販店を有

する大手出版社

は、CDやDVDの

ような視聴覚メデ

ィアと書籍の販売

スペースを併設し

たり、または店内

にカフェを設けるな

どして、消費者

（特に若者）に向

けたサービスの充

実化を図ること

で、活字・書籍へ

の関心を高めよう

とする努力が行わ

れている。 

大手出版社

は、一般的に、自

前の印刷所を保

有している。また、

出版社は「ブック

クラブ」という自社

書籍のＰＲ・販売

会社を保有して

いることが多い。

「ブッククラブ」は、

出版社にロイヤリ

ティを支払い、各

書籍の紹介パン

フレットの作成、ダ

イレクトメールの送

付などを通して、

消費者への販売

活動を行ってい

る。なお、このよう

なブッククラブの成

立は、過去、得に

地方部において

通信販売でしか

書籍が購入でき

なかったことに由

来する。また、フィ

ンランドは人口が

少なく、伴って市

場規模が小さい

ため、規模の経

済性が成り立ち

難いという特徴が

ある。 

出版において

「編集者責任制

度」が採られてい

る。つまり、編集

者は、出版物の

内容が「出版管

理条例」の規定

に反していないか

自ら確認する必

要があり、その出

版に責任を持た

なければならな

い。また、中国で

は、新聞、定期

刊行物、書籍、

電子書籍などの

出版は、認可を

受けた出版社に

しか認められてお

らず、書籍の発

行、小売などを行

う場合は、「出版

物経営許可証」

を取得する必要

がある。 

 

書籍の流通形

態は、『通常ルー

ト（出版社→卸

売業者→書店→

消費者）』、『直

接取引ルート（出

版社→書店→消

費者）』の２つに

分かれており、そ

の割合は４対６だ

と言われている。

卸売業者数は多

く、300～500社が

存在する。韓国

全土を網羅する

卸売業者は少な

く、全国を網羅す

る卸売業者として

は、BOOKSEN

（ブックセン）、松

仁（ソンイン）書

籍、韓国出版共

同組合、学園書

籍、ブックプラスな

どが挙げられる。 

 

出版業の流通

形態は、再販売

維持価格制度と

委託販売制度

（返品条件付取

引）に負うところが

大きい。委託販

売制度では、取

次業者（流通業

者）は、出版社か

ら受託扱いで書

籍等を仕入れ、

書店に対しては

委託扱いで書籍

を販売する。書店

との委託期間な

どの取引条件は

様々であるが、委

託期間内であれ

ば、取次業者に

返品することが可

能である。 
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【各国状況の比較 図書館関連】 

 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

図書館

制度 

大半の公共図書

館は、地方公共団

体（市町村などの地

方自治体など）が設

置母体となってい

る。このような地方

公共団体が、それぞ

れ州法に従って公

共図書館を設置・

運営している。設置

された公共図書館

の管理機関は、一

般的に「図書館委

員会」と呼ばれる。 

図書館行政は各

州政府が担ってい

る。基本的に、それ

ぞれの州政府が各

州独自の図書館法

に基づき、公共図

書館を設置・運営

している。州政府は

図書館に資金を直

接的に、または自治

体に交付する。 

連邦政府には、

公共図書館を所管

する独立した部門は

存在しない。連邦

政府と公共図書館

との関わりは、連邦

政府が行う特別な

事業（地域社会の

インターネットアクセ

ス推進等）の際に、

公共図書館に対し

て補助金を提供す

る際などに発生する

のみである。 

文化・ﾒﾃﾞｨｱ・ス

ポーツ省（イギリスの

行政機関。文化・

芸術・スポーツ等を

所管）が図書館の

所轄官庁となってい

る。 

公共図書館は

1964年公共図書

館・博物館法や教

育・図書館令で設

置運営されている。

2010年に示され

た政府の緊縮財政

方針により、自治体

で公共図書館に配

分される予算も縮

小を余儀なくされて

おり、多くの自治体

で図書館の閉鎖や

開館時間の短縮等

の計画があり、また

こうした計画への反

対運動も起きてい

る。 

公共図書館であ

る市町村立図書館

は、指定市立図書

館と市町村立図書

館の2種類にわけら

れる。指定市立図

書館は、現在、54

館あり、国の助成を

受けながら伝統的

に所有する国有財

産である貴重図書

を含んだ蔵書を構

成している。 

市町村立図書

館は、比較的新しく

設立された公共図

書館が多く含まれて

いる。特に1980年

代以降、メディアテ

ーク（mediateques）

と呼ばれ、図書や雑

誌だけでなく、ビデ

オ、CD-ROMなど映

像・音響資料を整

備する図書館が増

大傾向にある。 

公共図書館の主

要な設置者は、都

市と自治体である。

この他、多くの州で

は、群が独自の移

動図書館や群中央

図書館を設置する

こともある。 

ドイツは連邦制を

とる国である。また

歴史的背景から各

州の独立性が高く、

図書館行政を含め

文化関連の政策が

連邦政府ではなく

各州の所掌にある。

財政面での困難等

に加え、ドイツの図

書館については、日

本の「図書館法」に

あたる法律がなく、

図書館の設置等は

上記のような設置

者の任意による取

組であるなど、図書

館振興のための課

題がある。 

図書館は、イタリ

ア文化財・文化活

動省の管轄となって

いる。地方自治体

の図書館（公共図

書館）が組織的発

展をしてきたのは、

1970年代になってか

らである。その後、

1980～90年代にな

ると、初期には蔵書

目録のコンピュータ

化と各種利用者サ

ービスに予算がつけ

られ、続いて電子図

書館、および学内

図書館システムの

整備が段階的に実

現され、大学図書

館が発展した。 

図書館は、教育

文化省の管轄となっ

ている。文化・スポー

ツ・青年局が公共

図書館を管轄し、

教育科学政策局が

国立図書館、大学

図書館、ポリテクニク

図書館、保存図書

館を管轄する。ま

た、省内には図書

館に関する協力・調

整を担当するグルー

プも存在しており、

図書館への積極的

なIT導入を図ってい

る。 

国立図書館はヘ

ルシンキ大学図書

館と併設されてお

り、全国書誌の作

成や書誌情報検索

にかかる様々なシス

テムや、データベース

の構築を通じて公

共図書館を支援し

ている。 

公共図書館は、

各級（現在、中国

の公共図書館は行

政級に応じて、国家

級、省（直轄市：北

京・上海・重慶・天

津、自治区）級、地

級市、および県級

市の4 つの級に分

けられている）の政

府の資金により設

立された社会向け

の図書館であり、公

益性文化事業部

門として位置づけら

れている。 

建設用地は政府

が無償で提供し、

経費も基本的に公

費でまかなわれる。 

 

 

図書館政策は、

1990年、文化部の

新設にともない、翌

1991年教育部から

文化部に移管され

ている。 

2011年1月には、

韓国の大統領所属

図書館情報政策

委員会が、「図書

館発展総合計画

（2009-2013）2011

年度施行計画」を

発表した。 

これは、2008年8

月に策定された国

家図書館政策の中

長期発展計画であ

る「図書館発展総

合計画

（2009-2013）」を基

に、30の関係中央

行政機関と16の市・

道が提出した案を、

同委員会が調整し

確定したものであ

る。 

図書館の設置・

運営に関する事項

は「図書館法」で定

められている。 

近年、公立図書

館は、本の貸出に

留まらず、子どもの

読書活動支援や行

政・医療・福祉・ビ

ジネスに関する情報

の提供、学校の学

習への支援など、地

域における学習や

情報の拠点としての

役割を担っている。 
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 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

公共図

書館の

施設数 

9,225館

（2009年）

人口1万人あたり

0.30館

2,740館 

（1999年） 

人口1万人あたり 

0.81館 

4,064館

（2011年）

人口1万人あたり

0.66館

4,293館

（2008年）

人口1万人あたり

0.66館

9,898館

（2010年）

人口1万人あたり

1.21館

4,918館

（2008年）

人口1万人あたり

0.82館

842館

（2010年）

人口1万人あたり

1.57館

2,833館

(2009年）

人口1万人あたり

0.02館

759館

（2010年）

人口1万人あたり

0.15館

3,165館 

（2008年） 

人口1万人あたり 

0.25館 

公共図

書館の

蔵書数 

9億3,480万冊

（2009年）

人口1万人あたり

30,276冊

7,500万冊 

（1999年） 

人口1万人あたり 

25,798冊 

1億444万冊

（2007年）

人口1万人あたり

23,365冊

8,976万冊

（1997年）

人口1万人あたり

13,803冊

1億2,400万冊

（2010年）

人口1万人あたり

15,158冊

5,696万冊

（1999年）

人口1万人あたり

9,446冊

4,065万冊

（2006年）

人口1万人あたり

75,698冊

5億8520万冊

（2009年）

人口1万人あたり

4,501冊

6,748万冊

（2010年）

人口1万人あたり

13,559冊

4億11万冊 

（2011年） 

人口1万人あたり 

31,917冊 

電子書

籍への

対応 

公共図書館の

61％が電子書籍を

提供している。さら

に、州内の全ての公

共図書館で電子書

籍が提供されている

州は12州となってい

る。 

提供が進んでい

ない図書館の多くは

予算の少ない小規

模図書館と推測さ

れている。 

電子書籍は2009

年度、公共図書館

の蔵書の1.6％を占

めており、2004年度

以降89.2％増加し

た。 

電子図書やオー

ディオ・ビジュアルに

かける費用の割合

は、2000年から

2009年の間に18％

増加。 

多くの図書館で

は現在、電子図書

やオーディオブックな

どが、電子書籍リー

ダーやコンピューター

などにダウンロードで

きるようになってい

る。モントリオール図

書館は現在、

200,000冊以上の

電子図書を貸出可

能にする計画を立て

ている。 

2010年10月、イ

ギリス出版社協会

が図書館による電

子書籍の貸出に関

するガイドラインを発

表した。 

同ガイドラインで

は「電子書籍貸出

は図書館および敷

地内に限定し、利

用者が図書館から

電子書籍を借りるた

めには、来館する必

要がある」、「利用

者がダウンロードした

電子書籍は一定の

貸出期間が過ぎる

と読めなくなる」など

が定められている。 

2011 年、フランス

国立図書館は、同

館が運営する電子

図書館サイト向け

に、今後 3 年間に

渡り、1 年に 7 万冊

の書籍を電子化す

ることを発表してい

る。電子化の対象と

なるのは、同国立図

書館及び提携図書

館の蔵書である。ま

た、電子化された書

籍は、EPUB 形式

（電子書籍の規格

のひとつ）でも提供さ

れる。 

 

 

現在、約200の公

共図書館が、電子

書籍や電子資料、

電子媒体の音声資

料やビデオなどをイン

ターネット上の目録

を通してインターネッ

ト上で貸出してい

る。 

 

国立図書館では

書籍のデジタル化へ

の取組がなされてい

る。 

フィレンツェ国立

中央図書館が全国

書誌の編纂、ローマ

国立中央図書館が

写本や索引作成・

研究といった文化遺

産保存を担う形で

役割分担がなされ

ている。 

国立中央図書

館は、デジタル化し

た蔵書と全国書誌

をリンクさせ、インター

ネットで提供する試

みも行っている。 

1998年の改正図

書館法では、IT活

用による図書館と利

用者の双方向性の

あるネットワークサー

ビス提供の必要性

や公共図書館間や

教育機関との連携

などによる国内、ま

たは国際的な図書

館ネットワークの必

要性が謳われてい

る。 

このような改正図

書館法を受け、政

府による図書館ネッ

トワーク構築に対す

る資金援助により、

国内の公共図書館

のコンピュータ化が

進み、9割の図書館

がインターネット接続

環境を整えるまでに

なっている。 

図書館の電子書

籍への対応の例とし

て、上海図書館の

例を紹介する。 

上海図書館で

は、電子書籍の閲

覧において、図書館

カードと身分証明書

番号があれば、オン

ラインや攜帯電話な

ど多くの方法で電子

書籍を読むことがで

きるという貸出サービ

スを実施している。

オンラインで電子書

籍が閲覧できるだけ

でなく、携帯電話で

のオフライン閲覧も

支援している。 

 

2009年12月末

現在、韓国全公立

図書館に占める、

電子書籍は143万

1,106タイトル（国内

作品142万9,796、

国外作品1,310）と

なっている。 

なお、電子書籍

の取扱いは2009 

年末時点で703館

ある公共図書館中

400館で認められて

いる。 

図書館の電子書

籍への対応の例とし

て、千代田区立図

書館の例を紹介す

る。2010年11月時

点での千代田区立

図書館の蔵書中、

約3.1％が電子書

籍となっている。 

また、2010年末

時点での千代田区

立図書館の電子書

籍へのアクセス数は

1日平均14.6冊とな

っている。 
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 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

司書 

制度 

司書はアメリカ図

書館協会認定の図

書館情報学大学

院で修士号を取得

した者を指す。 

こういった人材

は、地域館レベル管

理職の「librarian 

manager」、さらに中

央館の館長「library 

director」の地位で

働くことが多い。 

但し、近年は、図

書館業務の非専門

職化が進んでおり、

地方部の小規模図

書館では、上記のよ

うな「librarian」を雇

用することが困難な

状況となっており、コ

ミュニティー・カレッジ

などで図書館関係

科目を取得した人

材を雇用している 

図書館職として、

「司書」「蔵書、文

書と記録管理のテク

ニシャンとアシスタン

ト」「図書館事務

職」が存在する。 

また、カナダ都市

図書館協議会の会

員である図書館（カ

ナダの殆どの図書館

が含まれる）の職員

数合計は約1万

3,000人である。 

 

司書資格は、イ

ギリス図書館情報

専門職協会が公認

することで発行され

る。 

この資格は、専

門知識と実務訓練

両方を重視する。 

また、2年制・4年

制大学の図書館情

報関連課程修了

後取得できる補助

職（非専門職）があ

る他、司書職公務

員制度もある 

 

現在、国立情報

科学図書館高等

学院(ENSSIB)を中

心に、複数の機関

が図書館・情報学

教育を行っている。 

また、図書館に

関する唯一の国家

資格である図書館

上級司書免許は、

ENSSIBで取得する

ことができる。 

なお、国立情報

科学図書館高等

学院は、フランスで

唯一の図書館管理

職養成のための高

等専門教育機関で

ある。 

 

公共の設置母体

による図書館では、

図書館員は「公的

業務従業員」、また

は「公務員」として

働いている。このよう

な図書館では、図

書館員は、４つのキ

ャリアグループ、すな

わち「①初級職」、

「②中級職」、「③

上級職」、「④高等

職」に分類される。 

 

 

 

図書館情報学の

専門職養成制度と

しては、文化遺産

学の学位を授与す

る大学院が数多くあ

り、アーカイブ学・ライ

ブラリアンシップの学

位を授与する大学

院もいくつかある。 

しかし、専門職と

しての司書は法的

な制度になっておら

ず、各図書館が独

自の基準でスタッフ

を採用している状況

である。 

公共図書館に勤

務する職員には3グ

ループある。 

①司書（大学で図

書館学を専攻し

た者） 

②図書館助手（図

書館学の単位の

少ない方の教育

を受けた司書補）

③その他（他分野の

教育を受けた者）

 

 

図書館員は一般

職員と専門職員に

分けられ、専門職

員はまた管理員、

助理館員、館員、

副研究館員と研究

館員という5つのラン

クに分けられている。

このシステムは、

職員の学歴や学術

レベル、業務能力お

よび業績などに応

じ、審査を行い、専

門職務に昇進させ

るものである。 

例えば、短大卒

で一年の見習期間

後、管理員となる。

一年見習の大学卒

業生または同等学

歴の者は助理館員

となる資格がある。

また、助理館員は5

年後、副研究館員

となり、副研究館員

はさらに5 年後、研

究館員となる資格

がある。 

図書館法による

指定教育機関での

単位履修による国

家資格として、司書

資格制度が存在。

１級正司書、2球正

司書、准司書に区

分される。 

公共図書館の司

書になるには、司書

資格が必要。国・

公立図書館の場

合、司書職公務員

は司書資格所持者

のみ採用試験を受

けられる。 

日本の司書は都

道府県や市町村の

公共図書館等で図

書館資料の選択、

発注及び受け入れ

から、分類、目録作

成、貸出業務、読

書案内などを行う専

門的職員を指す。

司書補は司書の職

務を補助する役割

を担う。 

司書・司書補に

なるための資格は司

書講習を受講する

ほか大学・短大で

単位を履修すること

で取得できるが、司

書・司書補として業

務を行うには自治

体の採用試験を受

けて図書館に配属

される必要がある。 
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 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

図書館

の司書

数 

48,015人

（2009年）

人口1万人あたり

1.56人

- 5,679人

（2007年）

人口1万人あたり

0.92人

- - - - 20,137人

（2008年）

人口1万人あたり

0.15人

3,228人

（2010年）

人口1万人あたり

0.65人

14,596人 

（2008年） 

人口1万人あたり 
1.16人 

図書館

の職員

数 

96,246人

（2009年）

人口1万人あたり

3.12人

- 26,590人

（2007年）

人口1万人あたり

4.30人

- 11,641人

（2010年）

人口1万人あたり

1.42人

- 4,700人

（2010年）

人口1万人あたり

8.75人

52,021 名

（2008年）

人口1万人あたり

0.40人

7,018人

（2010年）

人口1万人あたり

1.41人

32,557人 

（2008年） 

人口1万人あたり 
2.60人 

図書館

の予算

規模 

11,593,779ドル

（2009年）

- 1,063,120,000

ポンド

（2007年）

- 89,200万ユーロ

（2010年）

1,600万ユーロ

（2010年）

2億5,500万ユーロ

（2006年）

- 610,044,326,000

ウォン

（2010年）

294,180,000円 

（2008年） 

図書館

の登録

者数 

1億6,970万人

（2009年）

人口に対する割合

55％

- 1,303万5000人

（登録者の内、借り

た人数）

（2007年）

人口に対する割合

21％

527万6000人

（2008年）

人口に対する割合

8％

798万人

（登録者の内、借り

た人数）

（2010年）

人口に対する割合

10％

155万人

（登録者の内、借り

た人数）

（2008年）

人口に対する割合

3％

530万人

（登録者の内、借り

た人数）

（2010年）

人口に対する割合

99％

- - 3,400万人 

（2007年） 

 

 

人口に対する割合 

27％ 

図書館

の貸出

冊数 

- 2億4,200万 

（1999年） 

人口あたり 
7.09冊 

- 1億9300万

（2008年）

人口あたり

2.97冊

3億7800万冊

（2010年）

人口あたり

4.62冊

27万冊

（2008年）

人口あたり

0.45冊

1億258万冊

（2006年）

人口あたり

19.10冊

258,573,000冊

（2009年）

人口あたり

0.20冊

367,844,128冊

（2010年）

人口あたり

7.39冊

731,775,000冊 

（2010年） 

人口あたり 
5.84冊 

学校図

書館の

施設数 

81,920

(2007年）

- 小学校：81％

（2010年）

中学校：ほぼ全て

（2007年）

- 8,500校

（学校全体の約

20％）

（2011年）

1,226件

（1999年）

※ほとんど設置され

ていない

設置されていないこ

とが多い

- 11,461

（2010年）

学校図書館法に基

づき、小・中・高等

学校及び特別支援

学級に図書館が設

けられている 
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【各国状況の比較 読書活動】 

 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

主な読書推

進活動 

■Big Read 

「Big Read」は、米

国の国立芸術基

金（National 

Endowment of 

Arts；NEA）が、

2006年から実施し

ている地域の読書

推進活動を支援す

るプログラムである。

このプログラムは、

博物館・図書館サ

ービス機構及び芸

術支援団体（Arts 

Midwest）との連携

で行われている 

■National Rea- 

ding Campaign 

カナダの読書戦

略をつくりだすため

の推進活動として

Natio- 

nal Reading Cam- 

paignがある。

National Read- 

ing Campaignは、

読者、保護者、作

家、編集者、司

書、書店の経営

者、教師、出版社

や流通業者が連携

し、カナダ人の変わ

りゆく読書習慣につ

いての評価・考察を

行うことを目的とし

て、2008年にスター

トした。 

■国民読書年 

1997年、当時の

教育雇用大臣の

発案により、子ども

たちのリテラシーの

向上と成人の生涯

学習支援のため

に、読書推進活動

を全国規模で行う

ことが決まった。 

国民読書年は、

それ自体は非継続

的であるが、継続

的な活動のための

出発点となるべきも

のとされている。 

第1回国民読書

年の1999年から全

英規模に拡大した

ブックスタート事業

や、第2回国民読

書年を機に開始し

た学校図書館協

会による“Book 

Ahead”といった大

規模なものから、個

別の機関による小

規模なものまで、

NYRを契機とした

継続的な活動が数

多くある。 

 

■高校生ゴンクー

ル賞 

高校生ゴンクー

ル賞は、フランスで

最も権威ある文学

賞であるゴンクール

賞を選定するゴンク

ール・アカデミーの協

力を得て、フランス

教育省とフナック書

店が主催する。 

フランスの芥川賞

に当たるゴンクール

賞候補作（第一次

選考ノミネート作

品）から、フランスの

各地方で代表とし

て選出された高校

生13名が、独自に

受賞作をえらぶ。

1988年に、高校生

が現代文学に親し

むきっかけとして、レ

ンヌの国語教師が

始めた文学賞で、

後に全国規模のイ

ベントに発展した。

1995年からは、外

国の高校も参加し

ている。 

■読書基金 

ドイツの読書推

進活動において中

心的役割を果して

いるのが、1988年に

設立された「読書

基金」（Stiftung 

Lesen）である。 

読書に関する調

査研究を行う一

方、常時数十もの

プロジェクトを展開・

支援し、ウェブ上で

募集、紹介、報告

を行っている。 

最大のプロジェク

トは、ドイツ鉄道や

『ツァイト』（Zeit）紙

と提携して毎年11

月に開催される「読

み聞かせの日」であ

る。毎年8,000人も

の人々が、街で、

駅で読み聞かせを

行い、その状況がテ

レビや新聞で報道

される大規模なイ

ベントである。 

 

■読むために生ま

れてきたプロジェクト

イタリアでは1999

年から、読むために

生まれてきたプロジ

ェクトという全国的

な読書推進プログ

ラムが実施されてい

る。イタリア図書館

協会と小児科医文

化協会が共催、小

児健康センターが

協力している。 

家庭内での読み

聞かせを通して、子

どものリテラシーを

育み、どの子どもに

も平等に成長の機

会が得られるように

することを目的とし

ている。 

 

■LUKU-Suomi

（読解フィンランド） 

1990年代頃から

若者の読書離れの

傾向が見られたこと

もあり、国家教育

委員会は、2001年

～2004年を読解

力向上期間とし

て、国家プロジェク

トで「LUKU-Suomi

（読解フィンランド）」

を展開した。 

LUKU-Suomi

は、小学校1年生

から中学校、高等

学校の生徒を対象

に、母語の技能、

文学の知識を向上

させる運動として始

められた。 

69の地方自治

体（フィンランド全体

では約450自治体

が存在）、6つの大

学付属学校、新聞

協会、図書館協

会、作家協会、各

図書館、学校図書

館協会、出版社、

書籍財団等の協

力を得て行われた。

■国民読書活動

の推進 

2006年に、中国

共産党中央宣伝

部、新聞出版総署

など11部門が共同

で、「国民読書活

動の推進に関する

提議書」を発表し、

世界図書・著作権

の日に因んだ読書

活動を推進してい

る。 

2009年に、中央

宣伝部と新聞出版

総署が「国民読書

活動のより一層の

推進に関する通

知」で、各地域で

活動の具体的な計

画を策定するよう呼

びかけている。 

■読書アカデミー 

2007年に韓国

刊行物倫理委員

会がソウルで試験

的に実施した読書

教育「読書アカデミ

ー」を2008年から全

国的に拡大し、体

系的な読書プログ

ラムが不足している

地方8都市に出張

して、各地の図書

館などで地域の実

情に合った読書プロ

グラムを開講する訪

問読書アカデミーを

運営する。 

インターネットを

通して読書教育を

受けられるサイバー

読書アカデミーシス

テムも開発・運用す

る。そのほかに、職

場での読書の雰囲

気の醸成や本を通

じたメセナ運動の活

性化のために企業

の経営者を対象に

した読書特別講座

を実施する。 

 

■子どもの読書活

動推進計画等の

策定 

「子どもの読書

活動の推進に関す

る法律」の定めに基

づき、政府は、子ど

もの読書活動の推

進に関する施策の

総合的かつ計画的

な推進を図るため、

子どもの読書活動

の推進に関する基

本的な計画を策定

することとされてお

り、現在、第2次の

計画に基づく取組

を推進中である。 

あわせて、都道

府県・市町村にお

いても、それぞれの

自治体内における

子ども読書活動推

進計画の策定に努

めることが規定され

ている。 
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 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国 日本 

PISA調査結

果【読書実施

率】 

58%

（2009年）

68.9% 

（2009年） 

60.4%

（2009年）

61.2%

（2009年）

58.7%

（2009年）

66.1%

（2009年）

67%

（2009年）

92%

（2009年）

61.5%

（2009年）

55.8% 

（2009年） 

PISA調査結

果【読書実施

率（得点化）】 

2.05点

（2009年）

2.32点 

（2009年） 

2.06点

（2009年）

2.08点

（2009年）

2.16点

（2009年）

2.27点

（2009年）

2.20点

（2009年）

2.74点

（2009年）

2.1点

（2009年）

2.04点 

（2009年） 

年間読書 - 87% 

（2005年） 

- 79%（18-30歳）

（2009年）

- 46.8％

（6歳以上）

（2010年）

- 52.3%

（2010年）

62.1％

（2009年）

48% 

（2010年） 

※PISA 調査結果【読書実施率】：PISA 調査において「趣味で読書することはない」との回答割合に基づいて算出した（例：趣味で読書することはない：42％→読書実施率：58％） 

※PISA 調査結果【読書実施率（得点化）】：PISA 調査の回答結果について、次のように得点化した 「1日 2時間以上読書：5点」「1日 1～2 時間読書：4点」「1日 31 分から 1時間未満読書：3

点」「1日 30 分以下読書：2点」「趣味で読書することはない：1点」 

 



 
 
【読書環境・読書活動の概要比較】 

本調査で得られた各国の読書環境・読書活動（（1）出版環境、（2）図書館環境、（3）読書環境）の数値情報について、以下に整理した。各数値は、各国の状況を

横並びで比較できるように、当該国の人口あたり等の数値に変換している。各数値の出所情報については、「III 調査結果」を参照頂きたい。 
【各国の読書環境・読書活動 比較表】 

平均

書籍の出版・発行点数【総発行】
＜人口1万人あたり＞

10.56 10.25 点/2010年 6.73 点/1999年 24.59 点/2010年 9.79 点/2009年 11.38 点/2009年 5.37 点/1999年 24.53 点/1999年 2.32 点/2009年 6.13 点/1996年 4.48 点/1996年

書籍の出版・発行点数【新刊】

＜人口1万人あたり＞
6.80 - - - - 0.51 点/2010年 9.78 点/2009年 10.52 点/2007年 10.95 点/2008年 8.29 点/2010年 1.29 点/2009年 7.14 点/2010年 5.96 点/2010年

出版市場規模（売上高）

＜人口1人あたり　※円換算＞
7,247 7,552 円/2010年 5,308 円/2009年 6,567 円/2010年 4,744 円/2008年 12,932 円/2008年 6,396 円/2008年 5,335 円/2010年 774 円/2008年 7,909 円/2008年 14,955 円/2010年

出版社の事業者数

＜人口1万人あたり＞
0.24 - - - - - - 0.15 社/2011年 0.22 社/2008年 0.48 社/2008年 - - 0.00 社/2007年 0.30 社/2002年 0.30 社/2008年

書店の事業者数

＜人口1万人あたり＞
0.61 - - - - - - - - 0.50 社/2008年 0.31 社/2008年 - - - - 0.41 社/2007年 1.22 社/2010年

公共図書館の施設数

＜人口1万人あたり＞
0.65 0.30 館/2009年 0.80 館/1999年 0.66 館/2011年 0.76 館/2008年 1.21 館/2010年 0.82 館/2008年 1.57 館/2010年 0.02 館/2009年 0.15 館/2010年 0.25 館/2011年

公共図書館の施設数

＜1万k㎡あたり＞
89.69 9.58 館/2009年 2.74 館/2009年 167.24 館/2009年 89.27 館/2009年 277.25 館/2009年 163.21 館/2009年 24.88 館/2009年 2.95 館/2009年 76.03 館/2009年 83.75 館/2009年

公共図書館の蔵書数
＜人口1万人あたり＞

23,318 30,277 冊/2009年 21,988 冊/1999年 16,828 冊/2007年 13,803 冊/1997年 15,159 冊/2010年 9,446 冊/1999年 75,698 冊/2006年 4,502 冊/2009年 13,558 冊/2010年 31,917 冊/2011年

公共図書館の司書数

＜人口1万人あたり＞
0.89 1.56 人/2009年 - - 0.92 人/2007年 - - - - - - - - 0.15 人/2008年 0.65 人/2010年 1.16 人/2011年

公共図書館の職員数

＜人口1万人あたり＞
3.14 3.12 人/2009年 - - 4.30 人/2007年 - - 1.42 人/2010年 - - 8.75 人/2010年 0.40 人/2008年 1.41 人/2010年 2.60 人/2010年

公共図書館の予算規模

＜人口1人あたり　※円換算＞
1,372 3 円/2009年 - - 2,241 円/2007年 - - 1,202 円/2010年 29 円/2010年 5,232 円/2006年 - - 894 円/2006年 2 円/2008年

公共図書館の登録者数
＜総人口に対する割合＞

31.76 55 ％/2009年 - - 21 ％/2007年 8 ％/2008年 10 ％/2010年 3 ％/2008年 99 ％/2010年 - - - - 27 ％/2010年

公共図書館の貸出冊数

＜人口1人あたり＞
5.86 - - 7.09 冊/1999年 - - 2.97 冊/2008年 4.62 冊/2010年 0.45 冊/2008年 19.10 冊/2006年 0.20 冊/2009年 7.39 冊/2010年 5.04 冊/2010年

PISA調査結果

【読書実施率】
64.96 58.0 ％/2009年 68.9 ％/2009年 60.4 ％/2009年 61.2 ％/2009年 58.7 ％/2009年 66.1 ％/2009年 67.0 ％/2009年 92.0 ％/2009年 61.5 ％/2009年 55.8 ％/2009年

PISA調査結果

【読書実施率（得点化）】
2.20 2.05 点/2009年 2.32 点/2009年 2.06 点/2009年 2.08 点/2009年 2.16 点/2009年 2.27 点/2009年 2.20 点/2009年 2.74 点/2009年 2.10 点/2009年 2.04 点/2009年

年間読書率
62.53 - - 87.0 ％/2005年 - - 79.0 ％/2009年 - - 46.8 ％/2010年 - - 52.3 ％/2010年 62.1 ％/2009年 48.0 ％/2010年

0 ：平均以上

0 ：最大値

日本アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア フィンランド 中国 韓国項　　　目

出版関連

図書館関連

読書活動関連
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(1)  出版環境                               
 
■出版市場規模（販売額）                        

各国の出版市場規模（年間）を概観する。人口 1 万人あたりの出版市場規模が最も高か

ったのは日本であった（人口１万人あたり：約 15,059 円）。次いで規模が高かったのはド

イツ（同：約 12,932 円）、韓国（同：約 7,909 円）と続く。また、最も規模が低かったの

は、中国であった。 
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出版市場規模(レート：2010/12)（※人口１万人あたり） 単位：円
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■書籍の出版・発行点数                         
各国の書籍出版・発行点数を概観する（各国のデータの取り方によって、「新刊のみ」と

「総発行（新刊＋重版）」が存在している。）。 
人口 1 万人あたりの書籍の出版・発行点数（新刊のみ）が最も多かったのはイタリアで

あった（人口 1 万人あたり：10.95 点）。次いで、フランス（同：9.78 点）、韓国（8.66 点）、

フィンランド（8.29 点）と続く。「総発行（新刊+重版）」でデータを取っている国の中では、

イギリスが最も多く、フィンランド、ドイツが続く。 
※書籍の出版・発行点数は、「新刊のみ」と「新刊＋重版」があるので一概に比較はできない。このため、

以下のグラフにおける各国の数値の比較は参考情報として扱って頂きたい 
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書籍の出版・発行点数（総発行）（※人口１万人あたり） 単位：点

書籍の出版・発行点数（新刊）（※人口１万人あたり） 単位：点
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(2)  図書館環境                             
■公共図書館の施設数                          
各国の公共図書館の施設数を概観する。人口 1 万人あたりの公共図書館の施設数が最も

多かったのはフィンランドであった（人口１万人あたり：1.57 館）。次いで、ドイツ（同：

1.21 館）、イタリア（同：0.82 館）、カナダ（同：0.81 館）と続く。 
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人口1万人あたりの公共図書館の施設数

図書館の施設数（公共図書館）（※人口１万人あたり） 単位：館

 
 
また、各国の面積あたりの公共図書館数を概観する。面積 1 万平方 km あたりの公共図

書館数が最も多かったのはドイツであった（面積 1 万平方 km あたり：277.25 館）。次いで、

イギリス（同：167.24 館）、イタリア（同：163.21 館）と続く。 
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面積あたり図書館数（※1万平方㎞あたり） 単位：館
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■公共図書館の蔵書数                          
各国の公共図書館の蔵書数を概観する。人口１万人あたりの公共図書館の蔵書数が最も

多かったのはフィンランドであった（人口１万人あたり：75,698 冊）。同国は突出して蔵書

数が多い。次いで、日本（同：31,918 冊）、アメリカ（30,277 冊）と続く。 
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■公共図書館の司書数/職員数                       
各国の公共図書館の司書数を概観する。人口１万人あたりの司書数が最も多かったのは、

アメリカであった（人口１万人あたり：1.56 人）。次いで、日本（同：1.53 人）、イギリス

（0.92 人）と続く。 
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図書館の司書数（※人口１万人あたり） 単位：人

 
 
また、各国の公共図書館の職員数を概観する。人口 1 万人あたりの公共図書館の職員数

が最も多かったのはフィンランドであった（人口１万人あたり：8.75 人）。次いで、イギリ

ス（同：4.30 人）、アメリカ（同：3.12 人）と続く。 
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-17- 



 
(3)  読書状況                               
■PISA 調査結果                             

PISA 調査（2009 年）の結果から、各国の読書状況を概観する。なお、同調査の調査対

象は世界各国の 15 歳（高校１年生）であること、また中国については特定の都市（上海）

の調査結果を採用していることにご留意頂きたい。 
読書実施率が最も高かったのは、カナダ（69％）であった。次いで、フィンランド（67％）、

イタリア（66％）と続く。 
※中国（上海）は 92％と最も高いが、特定の都市の結果のため参考値とする 
※上記の読書実施率は PISA 調査において「趣味で読書をすることはない」との回答割合に基づいて算出した 
（例：趣味で読書をすることはない：42％ →読書実施率：58％） 
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同調査の結果を用いて、各国の読書率を点数化した（1 日 2 時間以上読書：5 点 1 日 1
～2 時間読書：4 点 1 日 31 分から 1 時間未満読書：3 点 1 日 30 分以下読書：2 点 趣

味で読書することはない：1 点 で算出）。 
上記の読書実施率と同様の傾向であり、カナダの点数が最も高く、次いで、イタリア、

フィンランドと続く。 
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■毎日/年間読書率                            
各国それぞれで独自に行われた調査の結果から、毎日読書率（毎日最低でも 1 回は読書

をする）を概観する。（但し、上述のように各国別々に実施された調査結果を用いているた

め、調査対象者や設問項目に差異があることに留意） 
毎日読書率が最も高かったのはフィンランドであった（56％）。次いで、ドイツ（38％）、

が続く。 

 
各国それぞれで独自に行われた調査の結果から、年間読書率（年間に最低でも 1 回は読

書をする）を概観する。（但し、上述のように各国別々に実施された調査結果を用いている

ため、調査対象者や設問項目に差異があることに留意） 
年間読書率が最も高かったのはカナダであった（87％）。次いで、フランス（79％）が続

く。 
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■公共図書館の登録者数/貸出冊数                       

各国の公共図書館登録者数を概観する。人口あたりの公共図書館の登録者数（登録者割

合）が最も多かったのは、フィンランドであった（99％）。次いで、韓国（81％）、アメリ

カ（55％）、日本（42％）と続く。 
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各国の公共図書館の１人あたり貸出冊数（年間）を概観する。１人あたりの貸出冊数が

最も多かったのは、登録者数同様、フィンランドであった（19.10 冊）。同国の貸出冊数は

突出して多い。次いで、韓国（7.39 冊）、カナダ（7.09 冊）、日本（5.84 冊）と続く。 
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